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                                 令和７年１月 14 日 

 

各  位 

                                                           会  社  名 株式会社 エスケイジャパン          

代 表 者 名      代表取締役社長   八百 博徳        

(コード番号 7608 東証 スタンダード）        

問 合 せ 先       取締役管理本部長 石井 正則        

（電話番号  03-6701-8085） 

 

 

通期業績予想および期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当第３四半期連結累計期間における業績を踏まえ、令和６年４月 12 日に公表しました令和７年

２月期（令和６年３月１日～令和７年２月 28 日）の通期業績予想および期末配当予想を下記のと

おり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正 

令和７年２月期通期連結業績予想数値の修正（令和６年３月１日～令和７年２月 28 日）  

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益  

前回発表予想(A) 
百万円 

11,000 

百万円 

1,000 

百万円 

1,000 

百万円 

700 

円 銭 

84.18 

今回修正予想(B) 12,500 1,100 1,100 770 92.44 

増減額(B-A) 1,500 100 100 70  

増減率(%) 13.6 10.0 10.0 10.0  

(ご参考)前期実績 

(令和６年２月期) 
10,612 992 1,073 755 91.03 

 

令和７年２月期通期個別業績予想数値の修正（令和６年３月１日～令和７年２月 28 日）  

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

10,690 

百万円 

920 

百万円 

640 

円 銭 

76.96 

今回修正予想(B) 12,050 970     680 81.64 

増減額(B-A) 1,360 50 40  

増減率(%) 12.7 5.4 6.3  

(ご参考)前期実績 

(令和６年２月期) 
10,357 1,043 727 87.59 

 

修正の理由 

令和７年２月期通期の業績につきましては、活況な市場環境により定番キャラクターの受注が引

き続き堅調に推移することが予想され、売上高は 1,500 百万円、営業利益は 100 百万円、経常利

益は 100 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は 70 百万円それぞれ前回発表の予想を上回る

見通しとなりましたので、上記のとおり通期業績予想を上方修正いたします。 
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２. 期末配当予想の修正 

 
１株当たり配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

（令和６年４月 12 日公表） 
 

15 円 00 銭 

（普通配当 10円 00銭） 

（記念配当 ５円 00銭） 

25 円 00 銭 

（普通配当 20円 00銭） 

（記念配当 ５円 00銭） 

今回修正予想  

17 円 00 銭 

（普通配当 12円 00銭） 

（記念配当 ５円 00銭） 

27 円 00 銭 

（普通配当 22円 00銭） 

（記念配当 ５円 00銭） 

当期実績 
10 円 00 銭 

（普通配当 10円 00銭） 
  

前期実績 

（令和６年２月期） 

７円 00 銭 

（普通配当 ７円 00銭） 

10 円 00 銭 

（普通配当 10円 00銭） 

17 円 00 銭 

（普通配当 17円 00銭） 

 

修正の理由 

 当社は、企画開発力、コスト競争力の強化を図るための内部留保の充実を図りつつも、株主へ

の利益還元は、短期的な経営成績変動に影響されることなく安定的かつ継続して実施してまい

りたいと考えておりますが、事業の中長期的な展望のもとに、当期の期末配当予想につきまし

ては、上記の通り通期業績予想を上方修正することに伴い、期末配当予想（普通配当）を前回

予想から２円増配の 12 円に修正いたします。 

この結果、令和７年２月期の１株あたり期末配当金は普通配当 12 円に 35 周年記念配当５円を

加えた合計 17 円となり、年間配当金は１株あたり 27 円となる予定であります。 

 

（注） 上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後さまざま

な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


